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キャンドルナイトカフェ 2009 ＝ 「キャンドルナイト＋ワールドカフェ」報告
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ワールドカフェは２グループに分かれ、以下の２点について話し合われました。

（１）自己紹介を兼ねて、大学で行っている環境活動

（２）学生の環境活動を推進していくために私たちができること

まず、簡単に自己紹介をし、それぞれの大学が、どんな環境活動をおこなっているのかを比較し

ました。

今回参加した多くの学生が環境サークルに所属している＝大学には多くの環境サークルが存在

していることがわかりました。一方で、多くの大学で環境サークルが存在しすぎて、同じ目標があ

るのに、やり方や方法が違って分散しているという問題点も挙がりました。また大学生協でも、リリ

パック（リサイクル弁当箱）を使ったり、屋上緑化をしているということもわかりました。しかし、この

ような活動を報告する環境報告書が、多くの大学であまりオープンにされていないという現状があ

ることもわかりました。大学では、学生が主体的に活動することも大切ではあるが、立場が上であ

る大学が行動に移すことによって、多くの学生を巻き込めるのではないかという意見も出ました。

次に、次代を担う私たち若者が、より多くの学生が環境問題に対してアクションをおこしていくため

に何をすべきかということを話し合いました。

そこでは、環境問題に対してアクションを起こすこと自体が、環境活動を広めていくために、ポジテ

ィブとネガティブのどちらをアピールすべきかについて意見が二極化しました。たとえば、日本の

場合、環境問題に取り組むことは前向きに捉えられている（ポジティブ）が、一方で、アフリカやツ

バルなど温暖化が生死に直結している国は、環境活動をすること自体の意義を考えていられない

状況にある（ネガティブ）いうことです。これは逆にとると、それだけ環境問題に対する認知度が上

がってきたともいえます。つまり、ただ環境問題を知るという段階は終わり、環境問題に対してどう

アクションを起こしていくか、その結果を出していかなければならない段階に突入したということで

す。

また、環境問題に興味を示す学生も以前より増えてきています。しかし、環境問題に対してアクシ

ョンを起こしたいと思っていても、はじめの一歩がなかなか踏み出せない、情報を一つ手に入れる

のにも時間がかかるということも指摘されました。そこで教育を徹底すべきだという意見が出まし

たが、環境問題はまだ重いというイメージがあること、そしていつから環境教育を行うべきかという

意見で、みんなが一つにまとめられる意見が出ませんでした。環境教育を徹底するには、時間が

かかりすぎるので、ソーシャルネットワークを形成すべきだとの意見も出ました。

まだまだ意見が言い足りない中、時間が迫ってきてしまったので、お互いのチームで共有したい

質問を２つしました。



（１）環境問題に取り組むことは、ポジティブか、ネガティブか。

（２）いつから環境教育をすべきか。

まず、環境問題に対してアクションを起こすことはポジティブだという考えの方は、現在、環境サー

クルに所属している多くの学生が主に楽しさを求め活動していること、また、エコバッグを持つこと

がかわいいなどポジティブからの方が入りやすいという点をあげました。一方、ネガティブ派は、実

体験から、本当に環境問題の恐ろしさを体験している地域の人にとって、私たちが悩んでいる「一

部の学生だけ環境問題に対してアクションを起こしていて、すべての学生が環境問題に取り組ん

でいない」ということを問題にしている場合ではなく、全員が環境問題に対してアクションを起こす

ことは当たり前である、つまり、私たちは良いことをしているのではなく、マイナスからゼロにしてい

るだけ、という意見が出ました。

次に、環境教育をいつどのように行うべきかについては、「すでに遅い」「今この瞬間から」などの

意見が多かったですが、子どもだけでなく、どの世代にも、いつでも環境教育を行える機会が必要

であり、またそれを可能にするために、より多くの人材や仕組みを作っていかなければならないな

ど、たくさんの課題があることが明らかになりました。

最後に、このワールドカフェに参加して、参加者が感じたこと、今思っていることを一言にしてもら

いました。

「自分の環境活動自体に疑問を持っていました。今日、少しヒントを得たのでよかったと思いま

す。」

「環境活動は地球を救う活動ではなく、私たちの生き方を変える活動」

「環境は奥深い」

「ネガティブなエコの方が、人は確実に動く」

「人の動かし方」

「これから行動をなるべく早く起こしていくことが大切だと思いました」

「ネットワーク」

「positive or negative」

「行動する」

今回のアクションで、ひとまず GE のプロジェクトは終わってしまいますが、今回のキャンドルナイト

カフェで、また新たなネットワークができました。これはあくまでも一つの小さなアクションではあり

ましたが、たとえ小さくても行動したことはよかったと思います。ただ、この活動は、これからが一

番大切です。みんなが個々にアクションを起こして、それが結果として出たとき、はじめてこの企画

をやった意味があるのではないでしょうか。


